
学芸員養成課程で学ぶ学生が，所蔵
資料の調査・研究，その成果を広島
キャンパス図書館で展示・公開します。

小さな疑問が新たな発見につながる
こともあります。

展示の企画・立案，広報，キャプショ
ン（解説）原稿の作成，展示作業，
ギャラリートークも，すべて学生がお
こないます。平成29年度は「清盛・元
就と宮島」をテーマに開催し，約400
名にご来場いただきました。

宮島学センター展示室（広島キャン
パス２棟２階）では，過去の企画展示
の一部を公開しています。

また、オープンキャンパスや施設見
学で本学を訪れる高校生のほか，修
学旅行で県外から広島・宮島を訪れ
る中学生・高校生の事前学修の場と
しても活用されています。

県立広島大学宮島学センター

「宮島学」を基盤とした教育の実践
宮島を学ぶ・宮島で学ぶ
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「宮島学」三本の柱

学術研究（宮島学）
宮島の歴史や文化に関する学術研究を推進しています。センター専任教員と，日本
史，日本文化史，日本文学，英文学，中国文学等を専門とする人間文化学部国際
文化学科の教員が協力して活動しています。現在，「地域文化資源の学術研究に
よる新たな魅力ある観光情報の発信」（学長プロジェクト研究）をすすめています。

学生教育
学生たちは，最新の研究成果を学びます。また，センターが所蔵する資料（古文書，
古典籍，錦絵，明治～昭和初期の写真や絵はがき等）に触れることができます。宮
島での調査活動（フィールドワーク）も年に数回おこないます。学修の成果は，宮島
を訪れた外国人観光客へのボランティアガイド（英語）や宮島関係資料を展示する
企画展示（広島C図書館で毎夏開催）などにも活かしています。

地域連携
廿日市市や一般社団法人宮島観光協会をはじめ地域の様々な
団体と連携して出前授業や講座開催などの事業をおこなっています。

宮島学センターでは，世界文化遺産「厳島神社」を有する宮島の学術研究（宮島学），
学生教育，地域連携を一体のものとして推進しています。
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１年生
「宮島観光学入門（英語）」 （全学共通教育科目）

２年生
「宮島学」 （国際文化学科）

３年生
「宮島観光学（英語）」 ，「博物館展示
論」（いずれも国際文化学科）

４年生

卒業論文等

高大接続
出前授業（平成30年度より提供予定），オープンキャンパスでの施設見学

《 学生教育 》 宮島をフィールドにしたアクティブ・ラーニング

「宮島観光学入門（英語）」（全学共通教育科目・１年次）

日本文化が凝縮された「宮島」を外国人に英語で分かりやすく説明するための基
礎的知識やスキルを身につけます。

教室ではネイティブ教員による授業に加え，ス
クリーンに宮島の画像を投影しておこなうバー
チャルガイドなどによって練習を重ねます。

最終回には，宮島に出かけ，実際に宮島を訪
れる外国人観光客を英語で案内します。

「宮島の大鳥居は、なぜ朱色なの？」

宮島には多くの外国人観光客が訪れますが，現
地で英語の解説（説明板）を見つけることは困難
です。そのため，外国人観光客が抱く疑問は，多
くの場合未解決のままとなっています。宮島の歴
史や文化について学んだ学生によるガイドは，地
域貢献活動にもなっています。

平成29年度は，アメリカ，オーストラリア，
カナダ，ドイツ，フランスの観光客を案内
しました。
ガイドは石鳥居から厳島神社の出口
（大願寺入口）付近まで，ツアー形式
でおこないました。

「宮島学」（人間文化学部国際文化学科・２年次）

オムニバス形式でおこないます。宮島学センターの専任教員と，国際文化学
科の５名の教員による最新の研究成果を学びます。その上で，宮島に点在
する歌碑や句碑，豊国神社（千畳閣）の絵馬，多宝塔，室浜砲台跡などを調
査するフィールドワークをおこないます。

平成31年度からは，より深く学修する「宮島観光学（英語）」
（国際文化学科・３年次）を開講します。

「博物館展示論」（学生による宮島関係資料の展示）
（人間文化学部国際文化学科・３年次）

宮島学センター展示室

《高大接続 》
平成30年度からは，センターが所蔵する資料（古文書や絵図等）を教材として，和本リテラシー，

くずし字解読，絵図の読み方などをテーマとした高大連携公開講座や，高校への出前授業等を
計画しています。

実践的な力を身につけながら，世界遺産であると同時に広島県を代表する観光地である宮島に
対する理解を深めることができます。

ガイドの様子

句碑を読む 砲台跡でレンガの組みかた調査学びの

モデル

専門科目に

加えて学ぶ

フィールワークに

参加する
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